
北海道告示第10451号

平成10年北海道告示第500号（北海道補助金交付規則に定める申請書等の様式（保健福

祉部））の一部を次のように改正する。

令和７年３月17日

北海道知事 鈴 木 直 道

保福第491号様式の次に、保福第492号、保福第493号、保福第494号、及び第495号様式

を加える。



保福第492号様式

搬送困難事例受入医療機関支援事業計画書

ＭＣ協議
会

市町村名
人口

4月1日現在
事業開始（予定）

年月日

必ず救急患者を受け入れる医療機関

医師
（人）

看護師
（人）

放射線
技師
（人）

検査技師
（人）

薬剤師
（人）

その他
（人）

（注）

事業の体制

医療機関名 開設者
6号基準
への位置

づけ

許可
病床数
(床）

延べ空床
確保

（予定）日数

事業に伴う
年間延べ受入
（予定）件数

救急患者受入体制

５．「延べ空床確保（予定）日数」欄、「事業に伴う年間受入（予定）件数」欄は、前年度の実績等を考慮し、今年度受入（予定）患者数を記入すること。
６．「救急患者受入体制」欄へは標準的な受入体制にかかる人数を記入すること。

１．本表は事業を実施する地域設定ごとに別葉にて作成すること。
２．「ＭＣ協議会」欄は、当該事業を行う医療機関が所在するＭＣ協議会の名称を記入すること。
３．「市町村名」欄は、当該ＭＣ協議会管轄に所在する市町村を記入すること。
４．「人口」欄は地域内の合計を記入すること。



保福第493号様式

地域名（　　　　　　　　　　　　　　　）

１　支出  施設名（　　　　　　　　　　　　　　　）

区分 支出予定額 基準額 選定額 算出内訳

円 円 円

職員基本給
職員諸手当
非常勤職員手当
諸謝金
報償費
旅費
備品費（医療機器等）
消耗品費
通信運搬費
光熱水料
借料及び損料
社会保険料
雑役務費
自動車維持費
燃料費

空床確保経費（１日当たり入
院患者収益×事業日数×空
床数）

合計 0 0

（その他）

合計 0

総事業費 0

注３．その他欄は補助対象以外の経費を計上すること。

２　収入

区分 収入見込額 算出内訳

円
寄付金その他の収入

合計 0

搬送困難事例受入医療機関支援事業所用額明細書

注１．本表は医療機関毎に別葉にて作成すること。

注２．「算出内訳」欄は、詳細に記入すること。



保福第494号様式
搬送困難事例受入医療機関支援事業実績報告書

ＭＣ協議
会

市町村名
人口

4月1日現在
事業開始
年月日

必ず救急患者を受け入れる医療機関

医師
（人）

看護師
（人）

放射線
技師
（人）

検査技師
（人）

薬剤師
（人）

その他
（人）

（注）

事業の体制

医療機関名 開設者
6号基準
への位置

づけ

許可
病床数
(床）

延べ空床
確保日数

６．「救急患者受入体制」欄へは標準的な受入体制にかかる人数を記入すること。

事業に伴う
年間延べ
受入件数

救急患者受入体制

１．本表は事業を実施する地域設定ごとに別葉にて作成すること。
２．「ＭＣ協議会」欄は、当該事業を行う医療機関が所在するＭＣ協議会の名称を記入すること。
３．「市町村名」欄は、当該ＭＣ協議会管轄に所在する市町村を記入すること。
４．「人口」欄は地域内の合計を記入すること。
５．「延べ空床確保日数」欄、「事業に伴う年間受入件数」欄は、当該年度の受入患者数を記入すること。



保福第495号様式

地域名（　　◯◯地域）

（１）支出  施設名（　　◯◯病院）

区分 支出済額 基準額 選定額 算出内訳

円 円 円

職員基本給
職員諸手当
非常勤職員手当
諸謝金
報償費
旅費
備品費（医療機器等）
消耗品費
通信運搬費
光熱水料
借料及び損料
社会保険料
雑役務費
自動車維持費
燃料費
空床確保経費（１日当たり入
院患者収益×事業日数×空
床数）

合計 0 0 0

（その他）

合計 0

総事業費 0

（２）収入

区分 収入額 算出内訳
円

寄付金その他の収入
合計 0

搬送困難事例受入医療機関支援事業実績額明細書

注１．本表は医療機関毎に別葉にて作成すること。

注２．「算出内訳」欄は、詳細に記入すること。

注３．その他欄は補助対象以外の経費を計上すること。


